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Ａ．研究目的 

野生鳥獣を食肉利用するためには、狩猟・運

搬・処理・解体等の工程があり、野生鳥獣の血

液や外部寄生虫（特にマダニ）を介する人獣共

通感染症の病原体に暴露される可能性がある。

感染防止対策のためには病原体の存在を把握

する必要がある。そこで、Q熱を起こすコクシ

エラ科、日本紅斑熱やつつが虫病を起こすリ

ケッチア科、アナプラズマ症を起こすアナプ

ラズマ科細菌の保有状況を調査する。これら

の細菌はマダニが保有する場合もあるため、

捕獲した野生動物個体に寄生していたマダニ、

野生動物の捕獲地域の植生から採集したマダ

ニも調査する。 

アナプラズマは、国内に様々な種が存在す

ることが確認されているが、人や動物への病

原性など明らかではないことが多い。

Anaplasma capra は、過去に日本国内でも野生

動物から遺伝子が検出されているが、近年、諸

外国において確定診断されなかったマダニ媒

介性感染症を疑う患者から本菌が検出され、

新興人獣共通感染症として注目されている。

その他にも、診断技術の向上により、これまで

病原性が明らかになっていないアナプラズマ

科細菌の人への感染が報告されるようになっ

てきた。国内でのアナプラズマ症の報告は稀

であるが、今後、注意していかなければならな

い。 

屋久島に生息するヤクシカは日本ジカの亜

種である。本研究では、亜種として注目した

のではなく、生息地が離島（屋久島）という

隔離された環境であることに注目した。これ

までにヤクシカは九州本土のニホンジカより

もアナプラズマ科細菌の保有率が高いことが

明らかになったが、屋久島のマダニからはア

ナプラズマ科細菌は検出されなかった。 

 

Ｂ．研究方法 

昨年度までは、屋久島においてアナプラズ

マのベクターとなりうるマダニの採集は、狩

猟期である冬期（12 月、1月、2月）であっ

た。今年度は、シカの狩猟期にあり気温がそ

れほど下がらない 9月に採集した。シカの捕

獲地域は、人の生活圏内である島の沿革にあ

研究要旨： 

コクシエラ科、リケッチア科、アナプラズマ科細菌の保有状況を調査において、特定の地域

（屋久島）のシカの脾臓から高率にアナプラズマ科細菌が検出された。全身感染しているか

調べるため、シカの血液、ベクターとして考えられるマダニも調査した。血液からは、脾臓

から検出されたアナプラズマ科細菌と同じ配列の遺伝子が検出され、全身感染している個体

がいることが明らかになり、この細菌は Anaplasma capra と推定された。しかし、シカに吸

着したマダニと植生上のマダニからは、アナプラズマ科細菌は検出されなかったため、アナ

プラズマを媒介するベクターは推定できなかった。シカからは A. capra の他にもアナプラ

ズマ科細菌の検出が多いことから、シカはアナプラズマ科細菌に感受性が高いことが考えら

れる。 
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たる標高が低い地域であり、世界遺産登録

地、国立公園地域、原生自然環境保全地域を

除く。 

（倫理面への配慮） 

承認、届出、確認等が必要な研究に該当し

ない。 

 

Ｃ．研究結果 

屋久島で採集されたマダニは、合計 8 種で

あった（表 1）。Ixodes turdus（アカコッコ

マダニ）、Haemaphysalis formosensis（タカ

サゴチマダニ）の若虫、H. megaspinosa（オ

オトゲチマダニ）の幼虫は植生からのみ採集

された。I. ovatus（ヤマトマダニ）、H. 
flava（キチマダニ）の雌・雄・若虫、H. 
formosensis の雌、H. megaspinosa の雄・

雌、H. yeni（イエンチマダニ）の雄・雌

は、シカからのみ採集された。H. yeni がシ

カに最も多く吸着していた。 

 

Ｄ．考察 

屋久島のヤクシカから検出される A. capra
と推定されるアナプラズマ科細菌のベクター

を推定することはできなかった。シカは、ヤ

クシカの A. capraの他にもアナプラズマ科

細菌が検出されることから、本菌に対する感

受性が高いことが考えられる。ベクターとな

っているマダニは保有するアナプラズマ科細

菌の菌数が少ないために検出できず、感受性

の高いシカ体内ではよく増殖し、本研究のよ

うに効率に検出されると推察できる。 

今後、A. capraとその他のアナプラズマ科

細菌の分離を試み、病原性を含めた性状解析

が必要である。 

 

Ｅ．結論 

アナプラズマ症の患者は日本国内では報告

が稀であるが、諸外国においてもレトロスペ

クティヴに新興アナプラズマ症の患者が見い

だされていることから、注視が必要である。

国内で検出されるアナプラズマ科細菌の分離

株を得ることが今後重要である。 

 

Ｆ．健康危機情報 

なし 
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２．学会発表 

1） 安藤匡子．Q熱とその起因菌 Coxiella 
burnetii．第 97 回日本感染症学会総

会・学術講演会・第 71回日本化学療法

学会学術集会合同学会，日本熱帯医学

会ジョイントシンポジウム「人獣共通

感染症研究の魅力と今後の展望」，パシ

フォコ横浜（神奈川県），2023年 4月

29日． 

2） 山田大陽，中村南美子，髙山耕二，河合

渓，安藤匡子．屋久島および奄美諸島に

生息する野生動物の薬剤耐性大腸菌保

有調査．第 166回日本獣医学会学術集会，
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マンド配信（東京農工大学） 

 

３．講演会 

1） 安藤匡子．マダニが関連する人獣共通感

染症．第 67 回兵庫県公衆衛生獣医師総

会・第 48回研修会，兵庫県中央労働セン

ター，2023年 10 月 28日 

 

 

Ｈ．知的財産権の出願・登録状況 

１．特許取得 

なし 

 

２．実用新案登録 

なし 

 

３．その他 

なし 
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表 1．屋久島で採集されたマダニの種類とステージ 

Species Male Female Nymph Larva Total 

Ixodes ovatus 0   3** 0 0 3 

Ixodes turdus 0  1* 0  2* 3 

Haemaphysalis cornigera 0 2 0 0 2 

Haemaphysalis flava   1**   6**   4** 4 15 

Haemaphysalis formosensis 0   2**  1* 0 3 

Haemaphysalis kitaokai 6 3 0 5 14 

Haemaphysalis megaspinosa   1**   1** 1  5* 8 

Haemaphysalis yeni   20**   17** 14 33 84 

*植生からのみ採集された 

**シカからのみ採集された 

 

  


